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論文内容の要旨 

放射線治療では、患者の人体に必要以上の線量が照射される領域(hot-spot)を減らすために

フィールド・イン・フィールド法 (FIF 法) を使用している。近年、FIF 法は全脳照射や乳房温

存放射線療法に適用されている。しかし、FIF 法を用いた場合、治療計画に必要な時間が増加

する。そこで、本研究では計画者の負担を軽減するために、FIF 法の半自動治療計画方法を考

案し、過去に放射線治療を行った全脳照射症例を用いて有用性を検討した。 

本法では、自動的に 3 次元線量分布上で hot-spot 領域を認識しブロックした照射野(sub-

beam)を作成する。FIF なしの治療計画の照射野(main beam)に自動的に作成された sub-beam を

加え、main beam と sub-beam の線量比を自動的に調整し線量分布を計算する。過去に全脳照射

を行った 22 症例について、本法の検証を行った。自動で作成した FIF 法の治療計画では hot-

spot の体積は、PTV に対して 0.0 %から 0.1 %の範囲となり、ほぼ消失した。FIF 法を用いた治

療計画ではターゲットである計画標的体積(PTV)の 95 %に処方される線量(D 95)、PTV 内で処方

線量の 95 %以上が照射される体積(V95%)は、もとの治療計画の D95、V 95%に対して-0.4 ± 0.3 %

（平均±1 標準偏差）、-0.2 ± 0.3 %となりほとんど変化しなかった。このことは、本法を用

いることにより、治療計画のターゲットへの線量を損なうことなく自動的に FIF 法の治療計画

を作成できることを示している。自動的に FIF 法治療計画を作成するための処理時間は、41±

21 秒（平均±1 標準偏差）であった。 

 


